私 は 気の毒に 感じます 事 は、 教育界の 諸 先生が こう 

であわ たび うけ い 

いう 事件に 出会れ る 度に、 心に もない 世間 受の 好い 事 

をい われたり、 また 正直に 自分の 不明 を 告白 せられた 

り 致す 事です。 『朝日 新聞』 に 出た 諸 先生の 御 説 を 拝 

やまだ げん いちろう 

見し ますと、 女子 音楽学 校長の 山 田 源 一郎 先生 は r 既 

に 一 個の 家庭 を 持った 以上 はや はり 夫唱婦 和で なけれ 

ば 成立って 行かぬ であろう」 と 申され ましたが、 今の 

世の中に 男 も 女 も 人形の ような 者で ない 以上、 この 夫 

ままごと てぬる 

唱婦 和と いう 子供の 飯事み たいな 手緩い 生気の ない 家 

庭 は 作れまい かと 存じます。 



として 「小 供ら の 教育 を 托する 人 を 得て 冥途の 妻の 心 

を 喜ばす ために 後の 妻 を 貰 つたので ある」 という 意味 

の 事 を 述べられて いました が、 教育家と いう 諸 先生 は 

こうまで 自分の 心 を も 社会 を も 欺いて 嘘を吐かれる 者 

か。 もし また これが 噓 でなければ 教育家 ほど 物の 分別 

の附 かれぬ 者 はない と 私は少 からず 驚きました。 こう 

いう 男子の 相手と して は 如何にも 益々 柔順なる 良妻が 

必要 かも 知れません が、 その 偽善 や 不道理 を 一 ー御尤 

ます ま 

と 和して いる 婦人 は 今後 益すな くなる 事でしょう。 

たま .5 

この 三輪 田 先生が 環 女史の 離婚 を 評して 「二人の 



秋 子 女史 はまた 「某 実業家 は 常常 子弟に 向い、 世に 

ほ しか 

処 して 成功し ようと 思う に は 女房に 惚れなくて は 不可 

あじわ 

ん と言われた そうです が、 誠に 味うべき 言葉で、 気に 

食わぬ 点 はなるべく 寛大に 見て、 自分の 妻 以外 世間に 

女 はない という ほどに 取扱って こそ 家庭 は 円満に 参る 

ものだろう かと 存じます」 といわれました。 これ は 反 

対に 男 を 柔順に して 妻に 服従 させようと いう 意気込が 

見えて、 女史の 内心 を 包まず 語ら れ たの が 気持 の 宜し 

い 事です。 しかし 男子の 非道に 反抗して こういう 逆襲 

い あいむ....、 もともと 

の 態度に 出で る 事 は 暴 を 以て 相 酬いる ので、 本本 互に 

謙遜し、 互に 尊敬し 協和して 男女 各自の 天分 を 全くす 



べき 真理に 悖て おります から、 一方 を 服従 させよう 

というので なく、 服従す るなら 互に 真理の 前に 服従し 

得る 立派な 人格 を 養って 後に 結婚す るの が 大切で しょ 

、つ。 

離婚 は 悲しむべき 事で 或 場合に は 罪悪と 名 けても 可 

いと 考えます が、 また 或 場合に は 罪悪から 逃れる 正当 

な 手段と 見る 事 も 出来ます から、 十分 その 真相 を 調べ 

t す 力 

た 上で なければ 是非の 判断 は 困し い。 現に 藤 井 女史 

の 離婚 は 新聞紙の 報道 や 教育家 諸 先生の 御意 見 だけ を 

伺った ので は问 とも 申し かねます。 これ は 近頃 専ら 



と は 大変な 相違です。 

(『東京 二 六 新聞』 一九 〇 九 年 四月 八 I 一 一日) 
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